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ている（Kagan, S. & Kagan, M., 2009）。
この条件を満たす協同学習の手法は，ラウンドロ
ビン（安永 2012），ジグソー学習法（Aronson, E., et
al. 1978）等多岐にわたるが，LTD 話し合い学習法










step 1 から step 4 では学習課題を，客観的に読解す
ることが求められており，著者が読者に伝えたいこ
とは何かを絞り込んでいく収束的な学習を行う。そ




行う。そして，step 2 から step 7 までが予習と話し
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スで実践した。同学年 130 人中，履修者は 35 人で
履修率は 27％であった。履修登録なしで受講した
者⚑名と，他学類他学年からの受講者が⚓名おり，
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表 1 LTD話し合い学習法の過程プラン（予習）
段階 ステップ 予習内容（ノート作成)
理解 Step.1 課題を読む 全体像の把握 低次の学習
Step.2 語彙の理解 ことば調べ （収束的学習)
Step.3 主張の理解 主張のまとめ
Step.4 話題の理解 話題のまとめ
関連付け Step.5 知識の統合 他の知識との関連付け 高次の学習
Step.6 知識の適用 自己との関連付け （拡散的学習)
評価 Step.7 課題の評価 学習課題の評価
準備 Step.8 リハーサル ミーティングの準備
表 2 LTD話し合い学習法の過程プラン（話し合い）
段階 ステップ 話し合いの内容 配分時間
理解 Step.1 導入 雰囲気づくり 3分
Step.2 語彙の理解 ことばの定義と説明 3分
Step.3 主張の理解 全体的な主張の討論 6分
Step.4 話題の理解 話題の選定と討論 12 分
関連付け Step.5 知識の統合 他の知識との関連付け 15 分
Step.6 知識の適用 自己との関連付け 12 分
評価 Step.7 課題の評価 学習課題の評価 3分
準備 Step.8 活動の評価 学習活動の評価 6分




2 第 1講⽛分子の熱運動・物質の状態変化⽜ 自己紹介 LTD話し合い
3 第 1講（続き） LTD話し合い
4 第 1講（続き 2）第 2講⽛元素と原子⽜ 講義
5 第 3講⽛物質量とモル濃度⽜ LTD話し合い
6 第 4講⽛化学結合⽜ LTD話し合い 次回の準備
7 第 4講（続き） ジグソーで問題演習 講義
8 第 4講の 2⽛周期律⽜ 講義
9 第 5講⽛原子軌道⽜ LTD話し合い 次回の準備
10 第 5 講の 2⽛多電子原子の電子配置⽜ ジグソーで教え合い
11 第 6 講⽛混成軌道と分子の立体構造⽜ 講義 次回の準備
12 第 6 講（続き） ジグソーで問題演習 クラスで共有
13 第 7 講⽛分子の極性⽜ 講義
14 第 8 講⽛ギブズ自由エネルギーと化学平衡⽜ LTD話し合い クラスで主張を共有
15 総括と試験
表 4 理解度の測定に用いた試験設問の例
2013 年度 2014 年度










Gの計算 酢酸の水素イオン解離の Gø を求めよ。 硝酸の水素イオン解離の Gø を求めよ。
ボイルシャルル
の法則の計算
温度 300[K]，圧力 101[kPa] で 30[l] のヘリウムを，
圧力一定のまま温度を変えたところ，体積が 25[l]
になった。ヘリウムの温度は何Kになったか。
温度 273[K]，圧力 101[kPa] で体積 22.4[l] の気体








































年度に比して 2014 年度では，無解答数 0～1の受講
者が大きく増加していることがわかる。受講者全体
かつ 21 問全体（2013 年度：924 解答，2014 年度：
798 解答）で正解率・無解答を除く非正解率・無解答
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図 1 正解数の度数分布
（a）2013 年度 （b）2014 年度
無解答数 無解答数
図 2 無解答数の度数分布
（a）2013 年度 （b）2014 年度
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2013 年度 52.2％ 30.4％ 17.4％
2014 年度 58.0％ 29.3％ 12.7％
注 1：調査人数は，2013 年度 44 名，2014 年度 38 名で，21 問全ての集計で
ある。したがって，サンプルサイズは，2013 年度 924，2014 年度 798
である。















Gの計算 19.4％ －24.9％ 5.5％ ＊
dq の意味 54.4％ －24.8％ －29.7％ ＊＊＊
S 増大の説明 17.6％ 28.1％ －45.7％ ＊＊＊
分子の熱運動 23.1％ －18.5％ － 4.5％ ＊＊
電子式（二酸化炭素） －10.4％ 10.4％ 0.0％
電子配置（原子） － 8.5％ 5.9％ 2.6％
電子配置（イオン） － 3.7％ 1.1％ 2.6％
原子軌道の形状 14.6％ － 4.4％ －10.2％
Hの符号 － 8.9％ － 3.1％ 12.0％
平衡定数Kの計算 5.4％ 11.8％ －17.2％
Kの値と平衡組成 19.7％ － 2.0％ －17.7％
ボイルの法則 8.4％ － 8.7％ 0.4％
ボイルシャルルの法則の計算 －20.2％ 21.8％ － 1.6％ ＊＊
注 1：サンプルサイズは，2013 年度 n＝44，2014 年度 n＝38 である。















元素の意味 25.0％ －14.4％ －10.6％ ＊＊
状態変化と熱の移動 17.3％ －24.0％ 6.7％ ＊
アルカリ金属 2.8％ － 0.5％ － 2.3％
非金属性の大きい元素 － 7.4％ 6.7％ 0.7％
漢字書き取り（元素） 3.1％ － 6.1％ 3.0％
漢字書き取り（単体） － 5.6％ 2.6％ 3.0％
単体の意味 5.7％ 0.4％ － 6.1％
ジクロロエチレンの極性 －28.8％ 19.9％ 9.0％ ＊＊＊
注 1：サンプルサイズは，2013 年度 n＝44，2014 年度 n＝38 である。
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The universityʼs liberal arts chemistry class was practiced mainly using the learning through discussion method
(LTD), a cooperative learning technique. Understanding of course content was evaluated through exam questions
common to previous lecture classes. Results showed an improvement in the overall understanding of course
content, and the increase in the correct answering rates as well as the decrease in non-answer rates were
significant in topics concerning conceptual understanding and those requiring explanations. It was confirmed that
LTD can be a useful tool for promoting the understanding of important concepts such as that of a particle and for
cultivating the ability to explain thinking processes involved in learning in liberal arts chemistry class.
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